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1. はじめに 

複雑化している事業環境の中、ビジネス・シ

ミュレータや事業分析フレームワーク(3C 分析、

DEA など) は経営において重要な役割を担って

いる。ビジネス・シミュレータは予測や分析、

教育の面で効果があり、有効性も示されている

[1], [2]。事業分析フレームワークは、論理的

な事業分析を支援する役割があり、体系化も進

んでいる[3]。これらの連携により詳細な分析や

教育が可能になるが、課題としてシミュレータ

の開発コストが非常に大きくなる点が挙げられ

る。事業分析フレームワークを適用するために

は複雑な事業シナリオをシミュレータで実現し

なければならない。 

そこで本稿では、事業分析フレームワークの

適用を目的としたシミュレータ開発を容易にす

るための枠組みとして、マルチエージェントを

用いた事業分析シミュレータを提案する。先ず、

シミュレータの構成要素を述べ、その構成に基づ

くシミュレータの実装変更の容易さについての比

較を行う。 

 

2. 事業分析シミュレータの構成 

提案シミュレータの概要を図 1 に示す。本シ

ミュレータは企業の経営戦略等をボトムアップ

式にモデル化する。事業分析のためのシナリオ

を実現するための構成要素は、3 つのモジュー

ルに大別される。一つ目は自律的な要素である

エージェント、二つ目はエージェントの動作を

表現したアクション、三つ目はエージェントを

制御するシナリオ・オペレータである。シミュ

レータ設計者は用途に応じてこれらのモジュー

ルを設計、組み合わせることで、事業分析フレ

ームワークを適用できる事業シナリオを実現す

る。 

 

2.1 エージェントの構成 

エージェントの概要を図 2 に示す。パラメー 

 
図 1 事業分析シミュレータの概要 

 

 
図 2 エージェントの構成要素 

 

タである属性と、その主体の行動を表すアクシ 

ョンで構成される。属性は数値や文字列、情報

を参照できる他のエージェント等を記述できる。

アクションは実行したエージェントや他のエー

ジェントの属性に影響を与えるモジュールであ

り、適宜組み替えることができる。 

図 2 は訪問販売を行う営業員を表現した例で

ある。営業員エージェントは仮想空間内の座標

や、経験年数を属性として持ち、移動と顧客に

対しての交渉といったアクションを持つ。属性

にあるマーケットは、マーケット・エージェン

トの情報を参照できることを表す。 

 

2.2 アクションの構成 

アクションの概要を図 3 に示す。セルフは実

行するエージェント自身を表す。ターゲットは

アクションを実行した際に影響を与える他のエ

ージェントを記述する。アルゴリズム部分は設

計者が目的に応じて記述する。 
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図 3 アクションの構成要素 

 

図 3 の下部は営業員エージェントが実行する

交渉アクションの例である。顧客エージェント

に対して、自律した判断を行い交渉することを

表現している。 

 

2.3 シナリオ・オペレータの構成 

シナリオ・オペレータの概要を図 4 に示す。

エージェントとそのアクションを条件分岐等の

制御モジュールを使い制御し、事業シナリオを

実現する。制御フローに中に別のシナリオ・オ

ペレータを組み込むこともできる。 

図 4 では複数の営業員が顧客に対して交渉を

行うシナリオを記述している。最初に営業員エ

ージェントが他の顧客エージェントに対して交

渉アクションを行い、顧客エージェントの購買

意欲を高める。その後、顧客は買うか買わない

かの判定メソッドで判断する。次は条件分岐で

顧客が買ったかどうかにより分岐し、買った場

合には、企業エージェントが顧客に対して販売

アクションを行う。この一連の流れをループ処

理で全営業員エージェントに対して行う。 

 

3. 実験・検証 

事業分析フレームワークの一つである DEA(包

絡分析法) を適用するための営業販売シミュレ

ータを作成して、設計・変更の容易さを検証し

た。DEA とは複数の企業の各特性を加味したう

えで比較し、相対的な効率値を算出する分析手

法である。営業員エージェントが、ランダムに

配置された顧客へ営業活動を行い、企業単位で

売り上げを比較するものである。営業員エージ

ェントの構成は図 2 のものを使用し、Move アク

ションを組み替える。ランダムに移動する

RandomMove アクションと、周囲の状況を観察し、

顧客の人数が多い方向へ向かう BasicMove アク

ションを用意した。企業は 10 社用意し、5 社に

は RandomMove を、もう 5 社には BasicMove を

適用した営業員エージェントを割り振った。そ

 
図 4 シナリオ・オペレータの構成要素 

 

の結果、RandomMove を適用した会社の平均売上

が 2269 万円だったのに対し、BasicMove を適用

した会社は 2900 万円という結果になり、売り上

げに 28%の差が現れた。アクションを容易に組み

入れてシミュレーションすることができ、企業同

士の比較を行う DEA を適用して事業分析を行うの

に適した事業シナリオを実現できた。 

 

4. おわりに 

事業分析フレームワークを適用することを目

的としたシミュレータについて、その構成要素

を示した。今後の課題として、本提案方式を用

いたシミュレータの生成・修正の容易さをより

詳細に検証する必要がある。また、DEA 以外の事

業分析フレームワークを適用した場合や、教育

面に活用した場合の効果検証も必要となる。 
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